
木の国森の資源の活かし方＜技術指針N0.1＞

　マツタケは植物の根に付く菌根菌で､アカマツ

等と共生しながら生きています｡そのためアカマ

ツが光合成で生産した糖類やビタミンをｉ根から

吸収し､アカマツには水や養分を送ります｡繭根繭

の仲間にはホンシメジなどがあり、シイタケやエ

ノキタケは腐朽菌と言います。

　シイタケやエノキタケは高分子(セルロース･リ

グニン)を分解するため人工栽培が出来ますが､マ

ツタケはアカマツとの共生メカニズムが十分に解

明されていないため､人工栽培が困難です。

　そのためマツタケを発生させるには､山林を整

備しマツタケ山を持続的に造成する方法がとられ

ています。

　マツタケは傘から胞子を飛ばし､その胞子とア

カマツの根が結びつきシロと呼ばれる活性関根帯

が出I来ます(図1)。シロが出､来ると土の中で菌糸を

増やし､5～6年後にマツタケが発生すると言われ

＜マツタケ＞
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１．‐梱傷威福

　胞子が発生して

　菌種をつくる。

２､シロの誕生期

　薄いホットケーキ状

　のシロになる。

ており、1年間で外側へ10～15cm程度広がります。　3.

またシロは15～20年生のアカマツ林にでき､50年

生まで拡大し､60～80年生で消滅します(図2)。

　マツタケ菌は他のきのこ菌よりも生命力が弱い

ため､害敵が少ない尾根筋や土層の浅いやせた土

シロの幼年期

菌根が増え､下方

にも生育域を広げる。

4.シロの幼年期

　マツタケを1、2本

　出し始める。

地を好みます｡そのためマツタケに適した土地を　5,ｼ｡の壮年旛

見極め､整偕することが重要となります。
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　※上部｢ま尾根の方向

　※マス目｢よ20,m角

図1マツタケ発生位置

一人前のシロになって

発生が旺盛になる。

6.シロの壮年期

　年々シロ｢よ拡大

　して､発生も

　最盛期に入る、
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　マツタケ山を造成するには､山の地形や土壌､そこに生息している植物などいろいろな角度から

調査して､マツタケ山になるか予測Ｌなければなりません｡また山全体を整備するのではなく､マツ

タケに適した土地だけを整備するなど､||一面的に整備を進めましょう。

＜腐葉土の掻き取り＞

堆積腐植が特に厚くた

まっている場所はこれを

匯き取る。 　＜大径木の伐採＞

高さ1､5m～2.0mで広葉樹の芯を止める

(摘芯)。上の方の枝は将来の二段林の

下層をつくるものとなるので残し､下方

の枝は整理する(枝落とし)。

Ｏ

＜アカマツの除間伐と枯枝落とし＞

衰弱したアカマツや枯木

は根元から伐採する｡付

着している枯枝も取り除

く。

図3初年度の施業方法

　＜広葉樹の芽掻き＞

萌芽更新し､株立ちしているよう

なものは､次年度の萌芽を抑制

するため1～2本残し伐採する。

　＜広葉樹の再度整理＞

摘心後､伸ぴてきた広葉樹はアカマツ

の成育を阻害するので､高さ1､5m～2m
で切断し､枝落としを行って整理する。

　マツタケに適した林分は,アカマツがlha自たり1,000～2,000本核生しているのが理想です｡アカ

マツが少ない場所では苗を補植し｡多い堤所では|桐伐をする必要があります。

白白］
狛佃方法は主に植生の手入れと地表面の整備に分かれます。

錘初は小面棺から整備を始め､継続的に｣陥堕を行うのがポイン1ヽです。

｢施業手順｣

　①集積地の確保：刈り敢った樹木や腐葉土を集積する場所を確保Ｌます。

　②瀧出路の確保：作業歩道を整備しておくと作業しやすくなります。

　面小径永の切政：直径2clnの小鰹木や林床植生など刈り払います。
　＠中程木の除伐：|配径2～RIIの中径木の枝打ちや伐採を行います。

　⑤大径木の伐採：密植している箇所では伐採し､伐採すると明るすぎる箇所では1.5～2mの
　　　　　　　　　　　ところで先を切り落とし揃えます｡また必要に応じて枝を剪定します。

　1〕アカマツの伐採:必要に応じてアカマツの除伐や間伐を行います。

　(7)腐葉土桶き取り：マツの休眠期である冬場に地表面がでるまで腐葉士を取り|啄きます。

　⑧林内　訥一掃:最後に一連の補正作業や林内清掃を行います。

｢使用する道具｣

①植生の手入れ

②腐築上掻き取り

チェーンソー､草jl』り機､のこぎり､なた､－定ぱさみ､結束用ロープなど

平ぐわ､熊手､てみなど



胞子播種手順

　マツタケに適した環境になれば､シロが出来る可能性があります｡しか

し胞子が飛んでくるのを待つだけでは十分とは言えないので､各地では人

工的に胞子を播く方法などでマツクケ山へ誘導しています。

　マツタケの胞子は傘が反り返るまでの二週間に数百倍

の胞子をつくり、夜中から朝にかけてよく落ちると言わ

れています。

①播種の適地を選ぶ

　　アカマツの力枝(下枝)が斜面の下方に伸びているマ

　ツを選び､根が多く集まっているところに播く。

②胞子の取り方

　　マツタケを採取してから胞子をとる方法もありますが、

　図4のようにとると､その10倍以上とれます

③胞子の播き方

　　胞子は寿命が短いので採取したら24時間以内に播い

　てください｡胞子はきれいな谷水約5リットルに刻し採

　取した和紙をl～2枚分溶かし､ジョウロなどで!�当た

　りぱ径きます。

④処理方法

　　散布後は新鮮な落ち葉やわらを敷き､降雨などで流

　されないようにします。
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①八分開きのマツタケ

を選ぶ。

'ジジらこご

④上からアルミホイルで

くるみ、固定する。

②和紙を取り付ける。

↓

③傘を包み込むようにし

て縁を折る。

図４ 胞子の取り方

　胞了･を措いても必ず発生するとは限らず､シロができても5年以上発生しないため､根気よく何年

も胞子の播種作業を行ってください。

　　　　　　　　　　　　　　　和歌山県の北部(伊都地方)と南部(西牟翁地方)のマツタケ取扱量と気
哺!
-
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表1市場取扱量と気象比較(伊都地方)
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表２市場取扱量と気象比較(西牟婁地方)

年度　取扱開始日取扱終了日
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☆伊部地方、|河牟固也方ともに200･1年の取扱辰が多く、降水威も多い。

☆OIぢ地方はヽﾄﾞ均気温が低く、取り扱い開始目もli'･い。



｢試験地の概要｣
□所在地:田辺市中辺路町内口試銀地面積:lha口標高:420m
□傾斜方向:SW□傾斜度:33度口地質:古箇Ξ紀屠･砂岩泥岩互眉

　試験地全体の2006年マッタケの発生量は､104個で6､061gありま

した(表3)｡2005年よりも発生個数が1.6倍､発生重量で1.9倍とな

っており、これは発生前に比較的降雨が多かったためと考えられ

ますが､それ以降の降雨量が減少したため(図5､図6)2004年の発生

量には及びませんでした｡このため2006年では途中で生長が止ま

るものや虫害が目立っていました。

　2002年に発生した新しいシロの発生量は､2005年に減少しまし

たか年々増加傾向にあります。

　　表3マツタケ子実体発生量
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